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あいを育む
泉南市

あいを育む
泉南市

ボランティア関連情報は最終面

監事2名 理事会15名

評議員会31名

事　務　局

専門部会・委員会（会長・副会長含む）

組織構成会員（令和5年度　57団体）

市内の福祉団体や、さまざまな関係組織・機関・団体など
（地区福祉委員会、民生委員児童委員協議会、区長会など）

一人ひとりの力で支えられています一人ひとりの力で支えられています
みんなで支え合い・たすけあい・住みよいまちづくり

　市町村の社会福祉協議会（以下、社協）
は、地域の住民によるたすけあい活動の仕組
みづくりを進める社会福祉法で位置づけられ
た民間の福祉推進団体です。

　社協賛助会員とは、会費の納入によって恩恵を受けるといったメリット
が生じる会員制度ではありません。社会福祉協議会や小学校区単位に設置
されている地区福祉委員会の活動に賛同して、支援していただくという意
味のものです。
　地域福祉活動への具体的な参加方法のひとつが社協の「賛助会員会費制
度」です。みなさんからの協力金が身近な地域を活性化させていく大きな
力となりますので、たくさんのあたたかいお気持ちをお願いします。

地区福祉委員会へ活動費（還元金）
地区福祉委員研修会（委員長・委員）
ボランティアセンター運営費
在宅福祉事業（ハイキング・ウォーキング）
社会福祉協議会　事務費

令和5年度  賛助会費の使いみち
●賛 助 会 員（個人）　            年額  １口  　500円
●特別賛助会員（法人・事業所・団体）年額  １口  1,500円

  ●申込方法    社協事務局または、各地区福祉委員会にて受付

＊集められた会費の50％は社協の事業費に、残り
　の50％は地区福祉委員会の活動費として還元し
　ています。

社協
賛助会員の

種別

社協ってどういうところ？ あなたも社協賛助会員に

2,171,000円2,171,000円
令和5年度　会員実績額

募集期間
5月1日～7月31日

社会福祉協議会 募集賛助会員会費

令和6年度 組織構成会員を募集します

○対　象　市内で活動する団体、組織　　
○会　費　年額　　一口　5,000円

　組織構成会員は、社会福祉に関する団
体やさまざまな関係の組織・機関が、社
協の役員（理事・評議員・監事）として
運営に参画していただく制度です。

社協の運営に
ご参加

お願いします

社会福祉協議会　TEL.482－1027申込・問合せ　　

令和6年
４月１日から
随時

　10代20代以降の方で何ら
かの原因により、通学や通勤
が難しくなった方がいらっ
しゃるご家庭の方が集まれる
場を設けます。当事者のご家
族の方も有志で来ていただき
ますので、お話をしたい、聞
いてもらいたいと少しでも気
になった方はお気軽にお越し
ください。

日　時　毎月　第2金曜日　　
　　　　　　　5月10日・6月14日
　　　　　　　7月12日・8月 9 日
時　間　19時～20時30分（18時30分から開場しています）
場　所　あいぴ泉南　1階　会議室2

泉南市社会福祉協議会　TEL 072-482-1027
問合せ先

ひきこもり家族の集いの会
で い じ ー ら ぼ
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済生会
新泉南病院

内科・外科・整形外科
放射線科・循環器内科・婦人科

リハビリテーション科

TEL.072-480-5618（代表）

〒590-0535
大阪府泉南市りんくう南浜3番7号

TEL.072-480-5622
（健診センター直通）

有限会社
ホームヘルプサービス

● 介護事業 　● 看護事業
● 保育事業 　● 飲食事業
安心できるみらいを

私たちにお任せください

TEL（072）480-0305
〒590-0521 泉南市樽井5丁目39-3

健康管理センター

URL.https://saiseikaisennan.jp

※指定居宅サービス事業所

○各種介護用品販売
　（ポータブルトイレ、シルバーカー、
　　紙おむつ etc）
○各種介護用品レンタル
　（ベッド、車イス etc）
○障害者・高齢者用住まいの
　増改築

■泉南事務所
　〒598-0091
　大阪府泉南郡田尻町嘉祥寺1014
     TEL（0800）200-2062

■本　社
　〒590-0805 岸和田市田治米130-9
     TEL（072）441-6696
     FAX（072）441-1299

【  営  業  品  目  】

【１】法人関係　
　①理事会の開催
　②評議員会の開催
　③部会・委員会の開催
　④監事の監査
　⑤福祉と人権に関する取り組みの推進
　⑥法人化45周年記念福祉大会の開催

【２】財政関係
　①社協賛助会員の増強
　②組織構成会員の増強
　③共同募金・歳末たすけあい運動の強化促進
　④収益事業の強化検討
　⑤善意銀行事業の強化促進
　⑥各基金の増強

【３】地区福祉委員会活動事業
　①小地域ネットワーク活動の強化
　②地区福祉委員会活動の活性化
　③地区福祉委員（地域ボランティア）の養成
　④福祉協力校との連携
　⑤地区福祉活動研修会の開催
　⑥地区福祉委員長会の開催
　⑦小・中学生ボランティアの育成
　⑧発達の気になる親子のサロン（未就学児）

の開催
　⑨福祉施設連絡会との連携
　⑩社協災害救援マニュアルに基づく連携
　
【４】ボランティアセンター事業
　①ボランティアセンターの機能強化
　②ボランティアの発掘育成及び需給調整
　③次世代ボランティアの育成
　④ＮＰＯ・市民活動団体との連携に向けた

ネットワーク化構築の検討
　⑤「社協せんなん」にボランティア情報を掲

載（年４回全戸配付）
　⑥ボランティア講座及び研修会の開催
　⑦ボランティア活動に関する情報の収集及び

啓発
　⑧ボランティア通信「すまいる」の発行（登

録者・公共施設へ）
　⑨ボランティアセンター　SNSの充実
　⑩ボランティア連絡協議会所属グループの支援
　⑪ボランティアセンター登録者の交流会の開催
　⑫福祉教育の理解の向上
　⑬災害ボランティア事前登録事業の強化
　⑭社協災害救援マニュアルに基づく連携
　⑮災害廃棄物処理における災害ボランティア

の啓発

【５】成年後見総合事業（泉南市・田尻町受託）
　①泉南・田尻成年後見センターの啓発・宣伝
　（チラシ・パンフレット・ホームページ、

X、FacebookなどのSNSの活用）
　②研修会などの開催
　③田尻町に出張相談の実施（月2回程度）
　④大阪弁護士会・大阪司法書士会・大阪社会

福祉士会による専門相談の実施（泉南市：
第2火曜日・田尻町：第4火曜日）

　⑤親族後見人等を対象とした相談会の実施
　⑥市民後見人の活動支援
　⑦市民後見人養成事業等の実施（講座・オリ

エンテーション・市民後見人バンク登録者
研修等泉南市田尻町と協力して開催）

　⑧泉南・田尻成年後見制度利用促進協議会の
開催・運営

　⑨検討部会の開催・運営
　⑩専門職・関係機関・サポートチームとの連携

【6】日常生活自立支援事業（府社協受託事業）
　①関係機関との連携
　②ケース検討会議の開催

　③日常生活自立支援事業の啓発
　④日常生活自立支援事業の体制強化

【7】障害者相談支援事業（市受託事業）
　①せんなんピアセンターの機能強化
　②ピアカウンセリング（当事者による相談）

の実施
　③障害者の地域生活に関するネットワークへ

の参画
　④障害者の地域生活支援に関する情報の収集

及び啓発
　⑤小学生・中学生への体験事業の推進
　（点字器・車イス体験セット・アイマスク・

擬似体験セット）
　⑥関係機関との連携
　⑦障害者理解を推進するための啓発活動
　⑧障害支援区分認定調査の実施
　⑨障害者総合支援法に基づくサービス等利用

計画（ケアプラン）の作成

【８】地域福祉対策事業
　①ひとり暮らし高齢者給食サービス事業
　②おせち料理配食サービス事業
　③寝たきり高齢者見舞品事業
　④歳末見舞金事業
　⑤車イス貸出事業
　⑥当事者組織の活動支援
　⑦移送サービス事業（リフトカー）

【９】総合対策事業
　①居場所づくり事業（niccotにこっと）
　②フードドライブ事業
　③健康増進事業（ウォーキング・ハイキン

グ・グラウンドゴルフ）
　④ひとり親家庭レクリエーション事業
　⑤ひとり親家庭義務教育入学祝金事業

【10】生活福祉対策事業
　①大阪府生活福祉資金の貸付・償還・指導
　②貸付調査委員会の開催
　③緊急小口資金等の特例貸付の借受人への

フォローアップ支援事業

【11】総合相談事業
　①ひきこもり家族の集いの会（でいじーらぼ）

の実施
　②心配ごと相談の実施（毎週木曜日　午前９

時から１２時）
　③社会保険労務士による年金相談
   （毎月第4月曜日　午後1時30分から3時30分）
　④相談事業の啓発

【12】啓発・宣伝事業
　①「社協せんなん」の発行（年4回　全戸配布）
　②社協活動の啓発・宣伝
　③社協ホームページ・SNSの充実
    （Facebook・X・Instagram含む）

【13】連絡・調整事業
　①各種団体との連携
　②他市社協との連絡調整
　③関係機関・施設との連携

【14】調査・企画事業
　①先進社協活動の調査・検討
　②新規事業の企画・立案

【15】社協災害救援マニュアルに基づく連携

【16】災害時支援体制システム構築への参画

【17】新規委託事業等に関する対応の検討

【18】現行事業の成果検討

【19】その他本会の目的達成に必要な事業

社会福祉協議会予算 （単位：千円）

支出の部支出の部

収入の部収入の部

介護福祉施設 　
特別養護老人ホーム

小規模多機能型居宅介護

1日体験お気軽に
ま
で

お気軽にご利用ください

行政書士　社会保険労務士

りんくう法務事務所

TEL 072-458-1055
（受付時間　平日10時～17時）

〒598-0051 泉佐野市新町1丁目4-8

相続  遺言  贈与
会社設立  建設業許可
社会保険  労働保険

令和6年度 

令和6年度　社会福祉協議会　事業内容
（１）福祉施設連絡会の機能強化
（２）成年後見総合センター事業の強化推進
（３）第4次地域福祉活動計画の実践
（４）小地域ネットワーク活動の強化推進
（５）ボランティアセンターの機能強化
（６）自主財源の強化と基金の増強
（７）社協災害救援マニュアルの見直し各種団体との連携

共同募金配分申請受付共同募金配分申請受付共同募金配分申請受付
　大阪府内でおこなう民間社会福祉事業、更生保護事業、その
他社会福祉を目的とする事業をおこなう法人・団体に対する配
分申請を受付けます。

大阪府共同募金会　
TEL 06－6762－8717 FAX 06－6762－8718
メール　ai-kibou@akaihane-osaka.or.jp
（件名に「配分申請について」と明記して下さい）

　重点助成テーマを中央共同募金会の全国共通テーマである『つながりをたやさな
い社会づくり～あなたは一人じゃない～』に重点を置きます。
　子どもから高齢者と世代を問わず、障がいがある方や生活に困難を抱える方も繋
がりを絶やさない社会づくりを目指して先進的な取り組みを支援していきます。
「生きづらさを抱える子ども・若者とその家族への支援」、「災害ボランティア活
動・減災活動への支援」など

対　象

問い合わせ

申請書受付期間　①令和6年5月1日（水）～5月20日（月）まで
      　　　　　　＊詳しくは大阪府共同募金会ホームページ参照

令和6年度社会福祉協議会《重点目標》

ボランティア活動事業
6,260

会費収入　2,447

事業収入　2,650

寄附金収入　500
積立資産取崩収　3,600 

負担金・その他収入　752

令和
6年度

令和7年度
事業対象

支出
150,023

法人運営事業
26,836 地区福祉委員会活動推進事業

12,519

在宅福祉活動推進事業
405

善意銀行・基金運営・共同募金配分金事業
6,903

資金貸付事業
17,506

成年後見総合
センター事業

12,747

予備費等
21,064

相談支援
事業
20,173

福祉サービス
利用援助事業

25,610

収入
150,023

経常経費
補助金収入
68,325受託金収入　　

　59,629

繰越金
12,120

善 意 銀 行善 意 銀 行 ◎令和5年11月～令和6年4月
◎《金銭預託》〈順不同・敬称略〉

善意の預託ありがとうございました
■ 連絡先　泉南市社会福祉協議会  TEL482－1027

●  浄土真宗本願寺派　日根組仏教婦人会連盟　　　　　　　　20,000円
●  泉南市グラウンドゴルフ協会　　　　 11,600円・3,800円・4,300円
●  匿名　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 5,000円
　　　　　　　  下記へ払出しました
　　　　　　子ども食堂ゆり：2,500円、せんなん子ども食堂：2,500円

　善意銀行とは、皆さまからの善意をお預かりし、市内の福祉活動に役立てる
“善意の銀行”です。
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赤
い
帽

子
・
サ
ン
タ
衣
装
や
可
愛
い
お

し
ゃ
れ
着
で
参
加
し
て
く
れ
ま

す
。
例
年
で
し
た
ら
サ
ン
タ
さ
ん

は
、
サ
ロ
ン
の
最
後
に
登
場
し
て

プ
レ
ゼ
ン
ト
袋
を
配
っ
て
く
れ
る

の
で
す
が
、
今
年
は
早
く
か
ら
出

演
し
て
い
た
だ
き
ク
リ
ス
マ
ス
ソ

ン
グ
に
合
わ
せ
て
一
緒
に
歌
っ
た

り
踊
っ
た
り
手
作
り
の
鈴
で
演
奏

し
ま
し
た
。

　
参
加
し
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち

は
、
2
歳
未
満
の
子
が
多
か
っ
た

西
信
達
地
区

　
西
信
達
地
区
で
は
、
今
年
も

「
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
」
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
小
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
推
進
事
業
の
一
環
と

し
て
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
25
日
に
、
西
信
達
小
学
校

の
2
年
生
63
名
を
対
象
に
、
1
・

2
時
限
を
使
っ
て
行
い
ま
し
た
。

体
育
館
に
は
、
段
差
や
坂
、
曲
が

り
く
ね
っ
た
通
路
を
作
っ
て
あ
り

ま
す
。
そ
こ
を
児
童
が
二
人
一
組

に
な
っ
て
、
一
人
は
ア
イ
マ
ス
ク

を
着
け
、
も
う
一
人
は
そ
の
児
童

を
誘
導
し
ま
す
。
そ
の
後
、
役
を

交
替
し
ま
す
。
私
た
ち
福
祉
委
員

も
誘
導
を
手
伝
い
ま
し
た
。
真
っ

す
ぐ
で
平
ら
な
通
路
ば
か
り
で
は

な
い
の
で
、
誘
導
す
る
方
も
た
い

へ
ん
で
す
。
で
も
声
を
掛
け
た
り

し
て
、
児
童
た
ち
は
頑
張
っ
て
い

ま
し
た
。

　
体
験
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
児
童

「
笑
顔
が
咲
い
た
樽
井
小

　

 

2
年
生
と
の
交
流
会
」

樽
井
地
区

　
2
月
27
日
「
わ
た
し
た
ち
2
年

生
と
一
緒
に
遊
ん
で
笑
顔
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
お
誘
い
の

言
葉
に
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
樽
井

防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

出
か
け
ま
し
た
。

　
そ
こ
に
ま
っ
て
い
た
の
は
、
子

ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
と
笑
顔
と

た
く
さ
ん
の
遊
び
コ
ー
ナ
ー
で
し

た
。「
来
て
く
だ
さ
ー
い
」
の
声

に
誘
わ
れ
て
い
く
と
、
身
近
に
あ

る
物
で
工
夫
し
て
作
っ
た
ゲ
ー

ム
が
並
ん
で
い
ま
す
。「
わ
ぁ
、

こ
れ
全
部
自
分
た
ち
で
作
っ
た

の
？
す
ご
い
ね
！
」
と
思
わ
ず

声
が
出
る
力
作
ば
か
り
。
そ
の

ア
イ
デ
ィ
ア
と
細
か
い
手
作
業

に
感
心
す
る
ば
か
り
で
す
。

　
用
意
さ
れ
て
い
る
ル
ー
ル
説

明
の
カ
ー
ド
は
分
か
り
や
す
く
、

口
頭
で
も
丁
寧
に
説
明
が
あ
っ

て
、ゲ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
。「
や
っ

た
ぁ
」「
で
き
た
、で
き
た
！
」と

あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
す
み
れ
会
の

皆
さ
ん
の
歓
声
が
上
が
り
ま
す
。

折
り
紙
で
作
っ
た
様
々
な
景
品
に

は
、
時
間
を
か
け
て
お
っ
て
く
れ

た
ん
だ
な
と
温
か
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

　
み
ん
な
で
た
く
さ
ん
考
え
話
し

合
っ
て
、
一
生
懸
命
準
備
し
て
く

れ
た
2
年
生
の
皆
さ
ん
、
先
生

方
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

（
樽
井
地
区
福
祉
委
員
）

社 協 せ ん な ん

☆壊れたおもちゃのカタログ、部品などがあれば持って来て下さい。
☆原則無料ですが、電池など材料費は実費をいただきす。
☆診断してすぐに直せない場合もあります。
　その時は入院（おあずかり）して対応することになります。

泉南おもちゃの病院診察のお知らせ泉南おもちゃの病院診察のお知らせ泉南おもちゃの病院診察のお知らせ

日　時　毎月第４土曜日
　　　　　5月25日（土）・6月22日（土）
　　　　　7月27日（土）・8月24日（土）

おもちゃ診察の受付時間は、午後２時30分までになります
場　所　泉南市総合福祉センター（あいぴあ泉南）１階　
　　　　社会適応訓練室

ココロのふれあいの集い
～交流でつなぐ人とまち～

　いろんな世代の人々が「気軽に話せる場所」として、毎月
2回オープンしています。
　障がいのある方（家族の方）、障がいのある方を理解し
て下さる方、お気軽にご参加ください。
と　　き　毎月第1・3土曜日　
　　　　　　　5月は4日・18日
　　　　　　　6月は1日・15日
　　　　　　　7月は6日・20日
                     8月は3日・17日  

参加費  無料
申込み 不要

)

午前10時～午後3時

場　　所　あいぴあ泉南　3Ｆ　団体活動室2
主　　催　泉南市社会福祉協議会　
協　　力　NPO法人 はぁとの会
問 合 先　泉南市社会福祉協議会　TEL 482－1027
　　　　　はぁとの会　TEL 471－6040
　　　　　TEL 080-4076-8138（根来）

午前10時～12時

問合先　TEL 482－1027（泉南市社会福祉協議会）

診察にあたっての
お願い

［注］電子ゲーム機など修理できない場合も
　　 ありますのでご了承下さい

こわれたおもちゃの修理します！
思い出のおもちゃを修理しませんか？

壊れたおもちゃをお持ちください。スタッフ一同お待ちしています。

の
で
サ
ン
タ
さ
ん
に
び
っ
く
り
し

泣
く
子
も
い
ま
し
た
が
、
楽
し
い

ク
リ
ス
マ
ス
サ
ロ
ン
と
な
り
ま
し

た
。

　
今
後
も
希
望
と
し
て
イ
ベ
ン
ト

の
追
加
、
お
父
さ
ん
の
参
加
、
ま

た
地
域
の
高
齢
者
と
の
交
流
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
受
入
等
で

み
ん
な
楽
し
く
意
義
の
あ
る
子
育

て
サ
ロ
ン
を
続
け
て
い
く
こ
と
を

願
い
ま
す
。

（
雄
信
地
区
福
祉
委
員
）

た
ち
と
福
祉
委
員
の
質
疑
応
答
が

あ
り
ま
し
た
。
児
童
か
ら
「
踏
み

切
り
で
目
の
不
自
由
な
方
が
お
ら

れ
た
ら
、
ど
う
お
手
伝
い
す
れ
ば

い
い
か
」
と
い
う
質
問
が
あ
り
、

委
員
は「
横
に
並
ん
で『
ご
一
緒
し

ま
し
ょ
う
か
』
と
声
を
掛
け
た
ら

ど
う
か
」
と
答
え
ま
し
た
。
実
際

そ
う
い
う
場
に
あ
っ
て
、
声
を
掛

け
る
の
は
な
か
な
か
勇
気
の
い
る

こ
と
で
す
。
で
も
児
童
た
ち
の
感

想
は
「
自
分
も
手
伝
い
た
い
と
思

う
」
と
い
う
こ
と
で
、み
ん
な
優

し
い
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
の
だ

な
ぁ
、と
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
小
学
校
低
学
年
の
児
童
た
ち
に

と
っ
て
、
「
目
が
不
自
由
と
は
こ

う
い
う
こ
と
か
」と
、
短
い
時
間

で
あ
っ
て
も
体
験
す
る
こ
と
は
、

と
て
も
有
意
義
な
こ
と
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
毎
年
続
け
て
い
き
た
い

と
、
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
西
信
達
地
区
福
祉
委
員
）
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済生会
新泉南病院

内科・外科・整形外科
放射線科・循環器内科・婦人科

リハビリテーション科

TEL.072-480-5618（代表）

〒590-0535
大阪府泉南市りんくう南浜3番7号

TEL.072-480-5622
（健診センター直通）

有限会社
ホームヘルプサービス

● 介護事業 　● 看護事業
● 保育事業 　● 飲食事業
安心できるみらいを

私たちにお任せください

TEL（072）480-0305
〒590-0521 泉南市樽井5丁目39-3

健康管理センター

URL.https://saiseikaisennan.jp

※指定居宅サービス事業所

○各種介護用品販売
　（ポータブルトイレ、シルバーカー、
　　紙おむつ etc）
○各種介護用品レンタル
　（ベッド、車イス etc）
○障害者・高齢者用住まいの
　増改築

■泉南事務所
　〒598-0091
　大阪府泉南郡田尻町嘉祥寺1014
     TEL（0800）200-2062

■本　社
　〒590-0805 岸和田市田治米130-9
     TEL（072）441-6696
     FAX（072）441-1299

【  営  業  品  目  】

【１】法人関係　
　①理事会の開催
　②評議員会の開催
　③部会・委員会の開催
　④監事の監査
　⑤福祉と人権に関する取り組みの推進
　⑥法人化45周年記念福祉大会の開催

【２】財政関係
　①社協賛助会員の増強
　②組織構成会員の増強
　③共同募金・歳末たすけあい運動の強化促進
　④収益事業の強化検討
　⑤善意銀行事業の強化促進
　⑥各基金の増強

【３】地区福祉委員会活動事業
　①小地域ネットワーク活動の強化
　②地区福祉委員会活動の活性化
　③地区福祉委員（地域ボランティア）の養成
　④福祉協力校との連携
　⑤地区福祉活動研修会の開催
　⑥地区福祉委員長会の開催
　⑦小・中学生ボランティアの育成
　⑧発達の気になる親子のサロン（未就学児）

の開催
　⑨福祉施設連絡会との連携
　⑩社協災害救援マニュアルに基づく連携
　
【４】ボランティアセンター事業
　①ボランティアセンターの機能強化
　②ボランティアの発掘育成及び需給調整
　③次世代ボランティアの育成
　④ＮＰＯ・市民活動団体との連携に向けた

ネットワーク化構築の検討
　⑤「社協せんなん」にボランティア情報を掲

載（年４回全戸配付）
　⑥ボランティア講座及び研修会の開催
　⑦ボランティア活動に関する情報の収集及び

啓発
　⑧ボランティア通信「すまいる」の発行（登

録者・公共施設へ）
　⑨ボランティアセンター　SNSの充実
　⑩ボランティア連絡協議会所属グループの支援
　⑪ボランティアセンター登録者の交流会の開催
　⑫福祉教育の理解の向上
　⑬災害ボランティア事前登録事業の強化
　⑭社協災害救援マニュアルに基づく連携
　⑮災害廃棄物処理における災害ボランティア

の啓発

【５】成年後見総合事業（泉南市・田尻町受託）
　①泉南・田尻成年後見センターの啓発・宣伝
　（チラシ・パンフレット・ホームページ、

X、FacebookなどのSNSの活用）
　②研修会などの開催
　③田尻町に出張相談の実施（月2回程度）
　④大阪弁護士会・大阪司法書士会・大阪社会

福祉士会による専門相談の実施（泉南市：
第2火曜日・田尻町：第4火曜日）

　⑤親族後見人等を対象とした相談会の実施
　⑥市民後見人の活動支援
　⑦市民後見人養成事業等の実施（講座・オリ

エンテーション・市民後見人バンク登録者
研修等泉南市田尻町と協力して開催）

　⑧泉南・田尻成年後見制度利用促進協議会の
開催・運営

　⑨検討部会の開催・運営
　⑩専門職・関係機関・サポートチームとの連携

【6】日常生活自立支援事業（府社協受託事業）
　①関係機関との連携
　②ケース検討会議の開催

　③日常生活自立支援事業の啓発
　④日常生活自立支援事業の体制強化

【7】障害者相談支援事業（市受託事業）
　①せんなんピアセンターの機能強化
　②ピアカウンセリング（当事者による相談）

の実施
　③障害者の地域生活に関するネットワークへ

の参画
　④障害者の地域生活支援に関する情報の収集

及び啓発
　⑤小学生・中学生への体験事業の推進
　（点字器・車イス体験セット・アイマスク・

擬似体験セット）
　⑥関係機関との連携
　⑦障害者理解を推進するための啓発活動
　⑧障害支援区分認定調査の実施
　⑨障害者総合支援法に基づくサービス等利用

計画（ケアプラン）の作成

【８】地域福祉対策事業
　①ひとり暮らし高齢者給食サービス事業
　②おせち料理配食サービス事業
　③寝たきり高齢者見舞品事業
　④歳末見舞金事業
　⑤車イス貸出事業
　⑥当事者組織の活動支援
　⑦移送サービス事業（リフトカー）

【９】総合対策事業
　①居場所づくり事業（niccotにこっと）
　②フードドライブ事業
　③健康増進事業（ウォーキング・ハイキン

グ・グラウンドゴルフ）
　④ひとり親家庭レクリエーション事業
　⑤ひとり親家庭義務教育入学祝金事業

【10】生活福祉対策事業
　①大阪府生活福祉資金の貸付・償還・指導
　②貸付調査委員会の開催
　③緊急小口資金等の特例貸付の借受人への

フォローアップ支援事業

【11】総合相談事業
　①ひきこもり家族の集いの会（でいじーらぼ）

の実施
　②心配ごと相談の実施（毎週木曜日　午前９

時から１２時）
　③社会保険労務士による年金相談
   （毎月第4月曜日　午後1時30分から3時30分）
　④相談事業の啓発

【12】啓発・宣伝事業
　①「社協せんなん」の発行（年4回　全戸配布）
　②社協活動の啓発・宣伝
　③社協ホームページ・SNSの充実
    （Facebook・X・Instagram含む）

【13】連絡・調整事業
　①各種団体との連携
　②他市社協との連絡調整
　③関係機関・施設との連携

【14】調査・企画事業
　①先進社協活動の調査・検討
　②新規事業の企画・立案

【15】社協災害救援マニュアルに基づく連携

【16】災害時支援体制システム構築への参画

【17】新規委託事業等に関する対応の検討

【18】現行事業の成果検討

【19】その他本会の目的達成に必要な事業

社会福祉協議会予算 （単位：千円）

支出の部支出の部

収入の部収入の部

介護福祉施設 　
特別養護老人ホーム

小規模多機能型居宅介護

1日体験お気軽に
ま
で

お気軽にご利用ください

行政書士　社会保険労務士

りんくう法務事務所

TEL 072-458-1055
（受付時間　平日10時～17時）

〒598-0051 泉佐野市新町1丁目4-8

相続  遺言  贈与
会社設立  建設業許可
社会保険  労働保険

令和6年度 

令和6年度　社会福祉協議会　事業内容
（１）福祉施設連絡会の機能強化
（２）成年後見総合センター事業の強化推進
（３）第4次地域福祉活動計画の実践
（４）小地域ネットワーク活動の強化推進
（５）ボランティアセンターの機能強化
（６）自主財源の強化と基金の増強
（７）社協災害救援マニュアルの見直し各種団体との連携

共同募金配分申請受付共同募金配分申請受付共同募金配分申請受付
　大阪府内でおこなう民間社会福祉事業、更生保護事業、その
他社会福祉を目的とする事業をおこなう法人・団体に対する配
分申請を受付けます。

大阪府共同募金会　
TEL 06－6762－8717 FAX 06－6762－8718
メール　ai-kibou@akaihane-osaka.or.jp
（件名に「配分申請について」と明記して下さい）

　重点助成テーマを中央共同募金会の全国共通テーマである『つながりをたやさな
い社会づくり～あなたは一人じゃない～』に重点を置きます。
　子どもから高齢者と世代を問わず、障がいがある方や生活に困難を抱える方も繋
がりを絶やさない社会づくりを目指して先進的な取り組みを支援していきます。
「生きづらさを抱える子ども・若者とその家族への支援」、「災害ボランティア活
動・減災活動への支援」など

対　象

問い合わせ

申請書受付期間　①令和6年5月1日（水）～5月20日（月）まで
      　　　　　　＊詳しくは大阪府共同募金会ホームページ参照

令和6年度社会福祉協議会《重点目標》

ボランティア活動事業
6,260

会費収入　2,447

事業収入　2,650

寄附金収入　500
積立資産取崩収　3,600 

負担金・その他収入　752

令和
6年度

令和7年度
事業対象

支出
150,023

法人運営事業
26,836 地区福祉委員会活動推進事業

12,519

在宅福祉活動推進事業
405

善意銀行・基金運営・共同募金配分金事業
6,903

資金貸付事業
17,506

成年後見総合
センター事業

12,747

予備費等
21,064

相談支援
事業
20,173

福祉サービス
利用援助事業

25,610

収入
150,023

経常経費
補助金収入
68,325受託金収入　　

　59,629

繰越金
12,120

善 意 銀 行善 意 銀 行 ◎令和5年11月～令和6年4月
◎《金銭預託》〈順不同・敬称略〉

善意の預託ありがとうございました
■ 連絡先　泉南市社会福祉協議会  TEL482－1027

●  浄土真宗本願寺派　日根組仏教婦人会連盟　　　　　　　　20,000円
●  泉南市グラウンドゴルフ協会　　　　 11,600円・3,800円・4,300円
●  匿名　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 5,000円
　　　　　　　  下記へ払出しました
　　　　　　子ども食堂ゆり：2,500円、せんなん子ども食堂：2,500円

　善意銀行とは、皆さまからの善意をお預かりし、市内の福祉活動に役立てる
“善意の銀行”です。



42024年5月1日発行社 協 せ ん な ん
泉南市ボランティア連絡協議会
泉南市ボランティアセンター　
TEL：072-483-0294
         （平日10時～16時）

ボランティア関連情報ボランティア関連情報
　新型コロナウイルスの影響を受け、ボランティアの受け入れを一時的に停止している施設などもありましたが、感染の落ち着きを受
け、規制・制限の緩和の方向になりつつあります。
　泉南市ボランティアセンターでは、ボランティアグループ登録（泉南市ボランティア連絡協議会）や個人登録ボランティアがあり、特
技を生かしたボランティア活動で登録されている方がいらっしゃいます。
　ボランティアのご紹介や相談などがありましたら、ぜひ泉南市ボランティアセンターにご連絡ください。
　また、○○ができる、披露してみたいなど「ボランティアをやってみたい！」という方、随時ボランティア募集をしています。

＊音訳「あいうえお」…視覚障がい者のための CD 録音
＊点訳サークル「風」…視覚障がい者へ書籍を点字板やパソコンを使って点訳
＊駅前清掃「さわやか」…南海本線「樽井」・JR 阪和線「和泉砂川」・「新家」駅前の清掃や花の植え替えなど
＊泉南おもちゃの病院…おもちゃの修理
＊手話サークル「虹」…手話の学習、聴覚障がい者との交流、ボランティア関連の手話通訳
＊紙芝居ボランティア「拍子木」…図書館・イベントなどで紙芝居を披露
＊ミニデイサービス「ぽぷり」…高齢者ミニデイサービスの運営
＊外出介助「ふれあい」…買い物同行介助、行事のお手伝い（不定期）
＊小物づくり「ソーイングクラブ」…かわいい小物を作り（手芸）
＊「はあとの会」…「ココロのふれあいのつどい」障害のある方やその家族の方を理解してくださる方たちと交流

令和６年  能登半島地震
◆ボランティア・被災地への支援をお考えの方へ（全社協HPより抜粋）

　令和6年能登半島地震の被災地では、多くの方による息の長い支援・ボランティアが必要となります。
「災害ボランティアセンター」の情報を確認してください。
・全国社会福祉協議会　被災地支援・災害ボランティア情報　2024年能登半島地震特設ページ
　※「全社協　災害ボランティア」　　で検索
　（右のＱRコードを読み込むと、サイトにアクセスできます）
　また、石川県での活動をお考えの方は、石川県災害対策ボランティア本部のサイトから  事前登録が必要  となります。

　◆義援金の受付について
　泉南市共同募金会（泉南市社会福祉協議会内）では能登半島地震の義援金の受付をしています。
　お預かりした義援金は本会から大阪府共同募金会を通じ、ご希望の地域の共同募金会へ送金されます。
　　＊中央共同募金会（石川県、富山県、新潟県、福井県に送金）
　　　あいぴあ泉南受付・社会福祉協議会窓口に募金箱を設置しています
　　＊石川県共同募金会
　　＊富山県共同募金会
　　＊新潟県共同募金会
　　＊福井県共同募金会
　詳しくは泉南市社会福祉協議会のホームページまたはお問い合わせください。

泉南市ボランティア連絡協議会

お 知 ら せ回 収 報 告令和5年度
空き缶のプルトップ（プルタブ）
の回収団体に協力するために、
ボランティアセンターに回収箱
を置きました。

＊使用済み切手　合計　　　　   約2.5ｋｇ　　　　
＊未使用・書き損じハガキ　　　　　48枚　
＊使用済みテレホンカード　　　　     7枚　
＊外貨（コイン）　　　　　　　　　10枚　　

ご協力ありがとう
　　　　　　ございました。

引き続きよろしく
　　　　お願いいたします。

歌体操「そよ風」、傾聴「あゆみ」、喫茶「いずみ」、保育「ダンボの会」、南京玉すだれ「夢一座」、
手品・腹話術「近山会」、バンド演奏「ラブリーバンド」、フラダンス「プメハナ」・「プアナニ」、漫談、日本舞踊、楽器演奏など

個人ボランティア（施設等での活動）


